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当
初
予
算
編
成
に

当
た
っ
て

　

当
町
は
こ
れ
ま
で
、
国
の

合
併
市
町
村
に
対
す
る
財
政

的
優
遇
措
置
を
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
措
置
も
10
年

間
で
終
了
し
ま
す
。
南
越
前

町
が
南
条
郡
三
町
村
に
よ
る

合
併
に
よ
り
誕
生
し
て
平
成

26
年
度
に
10
年
目
を
迎
え
る

た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

普
通
交
付
税
が
徐
々
に
減
少

し
、
合
併
し
て
15
年
目
と
な

る
平
成
32
年
度
に
は
普
通
交

付
税
の
減
少
額
は
、
平
成
25

年
度
の
交
付
額
（
37
億
４
、

３
５
９
万
４
千
円
）
と
比
べ

て
約
９
億
と
推
計
し
（
以

降
は
こ
の
水
準
を
維
持
す
る

見
込
み
）、
歳
入
不
足
を
招

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
は
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
（
５
％
↓
８
％
）

こ
と
に
伴
い
、
行
政
経
費
も

膨
ら
み
、
歳
出
規
模
は
大
き

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次

の
事
項
を
基
本
方
針
と
し

て
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算

編
成
に
当
た
り
ま
し
た
。

◆ 

消
費
税
率
引
き
上
げ
を
踏

ま
え
つ
つ
、
普
通
交
付
税

減
少
が
始
ま
る
平
成
27
年

度
を
前
倒
し
す
る
歳
出
抑

制
方
針
を
打
ち
出
し
、
将

来
に
向
け
た
大
幅
歳
出
抑

制
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
。

◆ 

総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ

の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
推

進
に
向
け
、
住
民
に
直
結

し
た
事
務
事
業
に
対
し
重

点
配
分
を
行
う
。

◆  

将
来
に
わ
た
り
、
安
定
し

た
行
政
運
営
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
行
政
改

革
を
推
進
す
る
。

◆ 

税
収
の
確
保
、
収
入
未
済

額
の
解
消
に
向
け
、
徴
収

率
の
向
上
に
最
大
限
の
努

力
を
払
い
、
収
入
の
確
保

に
万
全
を
期
す
。

◆  

未
使
用
と
な
っ
て
い
る
公

共
施
設
に
つ
い
て
、
適
正

な
管
理
、
処
分
を
行
い
、

未
利
用
公
共
用
地
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
な
売
却
、

貸
付
を
図
る
。

◆ 

特
別
会
計
、
企
業
会
計
及

び
出
資
先
の
運
営
状
況
を

勘
案
し
つ
つ
、
一
般
会
計

と
の
経
費
負
担
区
分
の
適

正
な
運
用
を
徹
底
す
る
。

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ

決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

17
億
５
、４
１
９
万
９
千
円
（
23
・
88
％
）
の
大
幅
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
、
平
成
25
年
度
当
初
予

算
は
、
予
算
を
決
め
る
前
に
町
長
選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と

か
ら
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
、
大
型
の
普
通
建
設
事
業
を
多
く

盛
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
予
算
規
模
を
大
き
く
押
し
上
げ
、

肉
付
け
予
算
と
な
っ
た
平
成
25
年
度
６
月
補
正
後
予
算
と
比

較
し
て
も
、
10
億
２
、９
７
０
万
円
（
12
・
76
％
）
の
伸
び
を

示
す
積
極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
法
人
業
績
に
お
い
て

好
調
傾
向
が
見
ら
れ
、
法
人
町
民
税
が
２
、５
１
１
万
１
千

円
増
、
た
ば
こ
販
売
本
数
の
伸
び
に
よ
り
、
た
ば
こ
税
は

９
３
０
万
６
千
円
、
家
屋
課
税
客
体
の
増
に
よ
り
、
固
定
資

産
税
は
５
３
２
万
８
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
収
を
見
込
み
、
町

税
全
体
で
は
３
、９
２
８
万
９
千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
予
算
で
最
も
大
き
い
割
合
を
示
す
地
方
交
付
税
は
、２
、

０
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
は
、
主
要
事
業
に
位
置
付
け
る
普
通
建
設
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、
国
や
県
の
補
助
金
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
財
源
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、
13
億
４
０
４
万
１
千

円
（
１
５
９
・
05
％
）
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
一
般
財
源
（
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
、
使
途

を
特
定
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
経
費
に
使
え
る
財
源
）
負
担

額
は
、
平
成
25
年
度
６
月
補
正
予
算
（
肉
付
け
予
算
）
後
と

比
べ
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（依存財源）
77.3%

地方税
13億8,124万6千円
（15.2%）

地方税
13億8,124万6千円
（15.2%） 諸収入

1億9,359万7千円（2.1%）
繰入金  
2億9,776万3千円（3.3%）

その他（※1）
1億225万円（1.1%）

分担金及び負担金
9,230万5千円（1.0%）

地方交付税
41億8千万円
（46.0%）

地方交付税
41億8千万円
（46.0%）

県支出金
16億1,063万9千円

（17.7%）

県支出金
16億1,063万9千円

（17.7%）

地方債
5億1,360万円

（5.6%）

地方債
5億1,360万円

（5.6%）

地方消費税交付金  1億260万円（1.1%）
地方譲与税  7,600万円（0.9%）
自動車取得税交付金  1,500万円（0.2%）
その他（※2） 1,900万円（0.2%）

（※1）の内訳 ： 使用料及び手数料 4,999万円（0.5％）、財産収入 5,195万9千円（0.6％）
　　　　　　  寄附金 30万1千円 
（※2）の内訳 ： 利子割交付金 340万円、地方特例交付金 330万円、配当割交付金 900万円、
　　　　　　  交通安全対策交付金 180万円、株式等譲渡所得割交付金 150万円

国庫支出金
5億1,330万2千円

（5.6%）

国庫支出金
5億1,330万2千円

（5.6%）

（自主財源）
22.7%
（自主財源）
22.7%

（　  ）内は構成比率

歳
　入

当
初
予
算

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度
南
越
前
町
予
算

総
額  

１
３
６
億
９
、１
１
８
万
９
千
円

（
内
、一
般
会
計  

90
億
９
、７
３
０
万
２
千
円
）

■
問
合
せ

　
企
画
財
政
課
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当
初
予
算
編
成
に

当
た
っ
て

　

当
町
は
こ
れ
ま
で
、
国
の

合
併
市
町
村
に
対
す
る
財
政

的
優
遇
措
置
を
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
措
置
も
10
年

間
で
終
了
し
ま
す
。
南
越
前

町
が
南
条
郡
三
町
村
に
よ
る

合
併
に
よ
り
誕
生
し
て
平
成

26
年
度
に
10
年
目
を
迎
え
る

た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

普
通
交
付
税
が
徐
々
に
減
少

し
、
合
併
し
て
15
年
目
と
な

る
平
成
32
年
度
に
は
普
通
交

付
税
の
減
少
額
は
、
平
成
25

年
度
の
交
付
額
（
37
億
４
、

３
５
９
万
４
千
円
）
と
比
べ

て
約
９
億
と
推
計
し
（
以

降
は
こ
の
水
準
を
維
持
す
る

見
込
み
）、
歳
入
不
足
を
招

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
は
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
（
５
％
↓
８
％
）

こ
と
に
伴
い
、
行
政
経
費
も

膨
ら
み
、
歳
出
規
模
は
大
き

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次

の
事
項
を
基
本
方
針
と
し

て
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算

編
成
に
当
た
り
ま
し
た
。

◆ 

消
費
税
率
引
き
上
げ
を
踏

ま
え
つ
つ
、
普
通
交
付
税

減
少
が
始
ま
る
平
成
27
年

度
を
前
倒
し
す
る
歳
出
抑

制
方
針
を
打
ち
出
し
、
将

来
に
向
け
た
大
幅
歳
出
抑

制
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
。

◆ 

総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ

の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
推

進
に
向
け
、
住
民
に
直
結

し
た
事
務
事
業
に
対
し
重

点
配
分
を
行
う
。

◆  

将
来
に
わ
た
り
、
安
定
し

た
行
政
運
営
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
行
政
改

革
を
推
進
す
る
。

◆ 

税
収
の
確
保
、
収
入
未
済

額
の
解
消
に
向
け
、
徴
収

率
の
向
上
に
最
大
限
の
努

力
を
払
い
、
収
入
の
確
保

に
万
全
を
期
す
。

◆  

未
使
用
と
な
っ
て
い
る
公

共
施
設
に
つ
い
て
、
適
正

な
管
理
、
処
分
を
行
い
、

未
利
用
公
共
用
地
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
な
売
却
、

貸
付
を
図
る
。

◆ 

特
別
会
計
、
企
業
会
計
及

び
出
資
先
の
運
営
状
況
を

勘
案
し
つ
つ
、
一
般
会
計

と
の
経
費
負
担
区
分
の
適

正
な
運
用
を
徹
底
す
る
。

　
議
員
報
酬
や
職
員
給
な
ど
の
人
件
費
は
、
職
員
数
削
減
に
よ
り

３
、３
６
６
万
４
千
円
（
２
・
32
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
借
金
を
償
還
す
る
た
め
の
公
債
費
も
、
残
高
ピ
ー
ク
を

越
え
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、８
６
６
万
１
千
円
（
０・66
％
）

減
と
な
り
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公
債
費
の
合

計
）
は
、
４
、１
６
８
万
円
（
１
・
２
％
）
減
と
な
っ
て
お
り
、
歳

出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
37
・
58
％
（
前
年
度
47
・
41
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
は
、
12
億
３
、３
７
０
万
５

千
円
（
３
０
３
・
08
％
）
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　出
（
性
質
別
）

歳
　出
（
目
的
別
）

人件費
14億1,630万2千円
（15.6%）

人件費
14億1,630万2千円
（15.6%）

公債費
12億9,840万7千円
（14.3%）

公債費
12億9,840万7千円
（14.3%）

補助費等
11億6,283万9千円

（12.8%）

補助費等
11億6,283万9千円

（12.8%）

物件費
10億1,172万8千円

（11.1%）

物件費
10億1,172万8千円

（11.1%）

繰出金
9億9,881万9千円

（11.0%）

繰出金
9億9,881万9千円

（11.0%）

積立金
4億9,645万５千円

（5.5%）

積立金
4億9,645万５千円

（5.5%）

貸付金
2億5,764万6千円

（2.8%）

維持補修費
1億26万1千円（1.1%）

予備費
1,000万円（0.1%）

普通建設事業
16億4,075万5千円
（18.0%）

普通建設事業
16億4,075万5千円
（18.0%）

扶助費
7億409万円

（7.7%）

扶助費
7億409万円

（7.7%）

0
250,000

500,000
750,000
1,000,000

1,250,000
1,500,000

1,750,000
2,000,000
2,250,000

2,500,000
（千円）

総
務
費

　
18
億
４
、３
１
０
万
５
千
円

民
生
費

　
22
億
１
、６
５
０
万
７
千
円

衛
生
費

　
６
億
４
、７
３
８
万
７
千
円

労
働
費

　
２
、４
０
７
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

　
６
億
９
、８
１
９
万
９
千
円

商
工
費

　
５
億
３
２
６
万
７
千
円

土
木
費

　
６
億
６
、７
９
２
万
７
千
円

教
育
費

　
７
億
６
、８
６
３
万
６
千
円

公
債
費

　
12
億
９
、８
４
０
万
７
千
円

諸
支
出
金

　
３
６
６
万
４
千
円

予
備
費

　
１
、０
０
０
万
円

消
防
費

　
３
億
２
、４
４
３
万
８
千
円

議
会
費

　
９
、１
６
９
万
円

　
最
も
大
き
な
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
の
は
、
総
務
費
（
８
億
９
、３
３
６

万
７
千
円
、
94
・
06
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
防
災
行

政
無
線
等
整
備
事
業
や
人
材
育
成
拠
点
形
成
推
進
事
業
、
今
庄
宿
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
な
ど
、
町
の
主
要
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
次

い
で
伸
び
が
大
き
い
の
は
、
地
域
密
着
型
介
護
施
設
等
整
備
事
業
を
実
施
す

る
民
生
費
（
４
億
７
、０
９
３
万
１
千
円
、
26
・
98
％
の
増
）
や
北
前
船
歴

史
空
間
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
や
今

庄
宿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
を
実
施
す
る
商

工
費
（
１
億
６
９
７ 

万
９
千
円
、
27
・
00 

％
の
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。



42014 年 4月号

平成25年度3月補正 と 平成26年度当初予算の主な事業
◎活き活きと働ける
　まちづくり
平成26年度当初予算

・水田利活用促進対策事業交付金 …………… 2,034万9千円
・企業的園芸確立事業補助金 ………………… 6,056万6千円
・農業基盤整備促進事業 …………………………… 3,950万円
・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 … 3,030万1千円
・北前船歴史空間再生プロジェクト事業 ………… 8,030万円

◎人と文化を育む
　まちづくり
平成26年度当初予算

・人材育成拠点形成推進事業（南条地区幼保小連携施設）
 ……………………………………………… 7億2,306万1千円
・学校ICTデジタル教科書等整備事業 ………… 834万6千円
・桜橋総合運動公園整備事業 ………………… 1,584万2千円

◎住民主体の
　まちづくり
平成26年度当初予算

・地区集会所整備事業 …………………………… 558万9千円
・集落自治振興交付金 …………………………… 737万4千円
・今庄宿プロジェクト事業 …………………… 1億8,800万円
・合併10周年記念事業 ………………………………… 800万円

河野診療所
114,600千円
（6,516千円）

河野診療所を運営する会計

国民健康保険
1,191,227千円
(△18,002千円)

南越前町国民健康保険に加入し
ている方の医療費の給付などを
行う会計

平成26年度

当初予算
特別会計・企業会計

特別会計予算　38億5,208万6千円
（　）は前年度増減

企業会計予算　 7億4,180万1千円
（　）は前年度増減

個別排水処理施設
13,435千円

(832千円)
個別合併浄化槽を維持管理、運
営する会計

国民健康保険今庄診療所
245,340千円
(23,936千円)

今庄診療所を運営する会計

生きがいをもって楽しく働ける
まちづくりを行います。

文化や歴史を次世代につなげていく
まちづくりを行います。

住民の意見を取り入れながら
まちづくりを行います。
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平成25年度3月補正 と 平成26年度当初予算の主な事業
◎住民に優しい
　まちづくり
平成25年度3月補正予算

・後期高齢者医療給付費負担金 ………………… 448万9千円

平成26年度当初予算

・臨時福祉給付金給付事業 ………………………… 1,865万円
・第4期障害福祉計画策定事業 ……………………… 210万円
・障害者自立支援給付事業 ……………… 2億7,353万1千円
・地域密着型介護施設等整備事業 …………… 2億5,912万円
・社会福祉事業整備資金貸付事業 ………… 2億964万6千円
・児童手当 ………………………………… 1億7,323万5千円

◎安全安心して暮らせる
　まちづくり
平成25年度3月補正予算

・原子力災害対策施設整備事業 ………… 2億5,066万8千円
　（今庄診療所放射線防護対策）
・防災情報通信設備整備事業 ………………… 1,722万6千円
　（全国瞬時警報システム整備）
・橋梁長寿命化事業（調査点検、設計委託） ……… 1,550万円

平成26年度当初予算

・防災行政無線等整備事業 ……………… 2億9,724万8千円
・上平吹橋架替事業 ………………………………… 3,100万円
・町道消雪施設整備事業 ………………………………… 1億円
・公営住宅長寿命化事業 ……………………… 2,475万1千円

下水道
257,343 千円

(5,095 千円 )
町内2カ所の下水道施設を維
持管理、運営する会計

介護保険
1,231,941 千円
( △ 21,378 千円 )

介護が必要なお年寄りなどに
サービスを行う会計

農業集落排水
357,076 千円

( △ 24,982 千円 )
町内13カ所の農業集落排水
施設を維持管理、運営する会
計

農業者労働災害共済
2,500千円
(△1千円)

町内で農作業中に災害を受け
た方を救済する会計

（企業会計）水道事業
741,801 千円
(180,188 千円 )

町内の上水道施設を維持管
理、運営する会計

ケーブルテレビ
124,778 千円

(7,123 千円 )
ケーブルテレビ施設を維持管
理、運営する会計

老人保健施設
164,498 千円

(3,427 千円 )
今庄老人保健施設を運営する
会計

後期高齢者医療
149,348千円

(9,147千円)
75歳（一定の障害のある方は
65歳）以上の方の保険料など
の事務を行う会計

健康で長生きのできる優しい
まちづくりを行います。

防災体制の整備など安心して暮らせる
まちづくりを行います。


